
冑 木=ペ ル ー ・クス コの 子供 た ち 59

ペ ル ー ・ク ス コの 子 供 た ち

児童画交流 と 「国際化」一

青 木 芳 夫 宰

LosNifbsdeCuscσ 一Peru:

ElIntercambiodePinturasy"Lnternacionalizacion"

YoshioAo田

1989年11月20日 、a..回 国 連総会 は、無投票、全会一i致で 「子供の構 利に関す る条約」(略

称 、子供 の権利条約)を 採択 した。1959年 の 国連 「子供 の権利 宣言」 が、 ここに権利条約へ と

発展 を遂 げたのであ る。 そ して、1990年8月 末 まで に、31ヵ 国 が批 准 した ことに よ り、権利 条

約 は9月2日 に発効 した。 さ らに105ヵ 国 が、 「署名」 に よって将来 批准す る意思 のあ ること

を示 している。 日本 は、ニ ュー ヨークの国連本部 におけ る 「子供のための世界 サ ミッ ト」の開

幕 を直前 に控 えた9月22日 、 よ うや く署名 した。

本稿で は、 これを機会 に、筆者 が専門 としてい る ラテ ソァ メ リカ地域 、 と くにペルーの子供

につ いて若午検討す る ことに したい。な お、筆者 は、妻 ア ソヘ リカ ・パ ロ ミー ノとともに、19

86年 以 来、 「児童画 の国際交流 をすすめ る画塾rr,,,,会」(ThePrivateArtSchoolSocietyto

EncourageInternationalEx面angeofChildren'sO略 称 、ThePASS)の 交 流事業 を

支援す る機会 を得 た。そ して 、 この交流相手 のひ とつ と して 、筆者 自身が1985年 に受誰 したケ

チ ュア語の集中講座を主催 してい るカ トリック教 会系 の 「解放 の神学 」の実践機 関であ るア ソ

デ ス司牧研究所i》(lnstitutodePastora】Andina)を 通 じて紹介 された のが、やは り力 トリ

ック教会 系の 「子供 を支援 す る会」(AsociacめnAyudaaisNi配z)で あ り、同機 関が支

援 す るス トリー ト・チ ル ドレソの グループ 「フチ ュイ ・ル ナ」(Huch'uyRuna)で あ った。

この交流 におけ る筆者 の体験 等 を通 じて、 ペルー ・クスコの子供 につ いて、 また 日本 のわれわ

れとの関 わ りについて、最近 流行 の用語 を使 うな らば 「国際 化」は ど うあるべきかにつ いて、

考 える ことにす る。

ところで、 クス コは、ペルーの沿岸部(コ ス タ)に 位 置す る首都 リマ からは空路で1時 間の

距離 にある(地 図参照)。 クス コ市は、 ほぼ富士 山頂 の高 さに等 しい高地 にあ り、かつては イ

ソカ帝国 の首都で あ った。 そ して、 いまなお先 スペイ ソ期 の遣跡 にめ ぐまれ、国際観光都市 と

して、 ペルーの山岳部(シ エ ラ)南 部で は中心 的 な役割 を果 たLて い る。 クス コ市のあ るクス

コ郡の総人 ロは1985年 現 在 で約25万7000人 、 その うちの約4割 、つ ま り約10万2000人 が14歳 以

下 の子供で あ うた。 クスコ県全体 の人 ロは約94万3000人 、 子供は39万9000人 に のぼ る2)。 ク ス

コ県の なかで は同郡 が最 も 「都市 」化 されてい る。 も うと も、 ペルーの リマをは じめ、他 の ラ

テソァメ リカ諸国の都市 と同様 に、周辺農村 か らの人 ロ流入 に よる 「スラム」化 とい う大 きな

課題 を抱 えたままの都 市化で あ る。

平成2年9月29日 受理 串史学 研究室
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地図 ペルー地勢図

1児 童 画 交 流

1990年4月3・4日 の両 日、今年 もまた京都市 美術 館に おいて児童 画交流展 が開催 された

(資 料① 、②)。 今年で第13回 を数 え、海外 か らは イ ソ ド ・デ ソマー ク ・ペルー ・メキシ コ ・

中国の児童の絵が届いた。

資料① 第13回児童画交流展(京 都市美術館)
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*児 童国に加えて民芸品等を農示することにより、

ベルーの人々の暮 らしについての理解を助けよ

うとしている。

資料② 第13回児産画交流展(京 都市美術姐)
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*展 覧会直前にメキシコ・中国から絵が届いた。

来年度に正式に展示される。

この交流展の主催者は、京阪神の美術教師でつ くる 「児童画の国際交流をすすめる画塾協会」

とい う団体であ り、京都市が後援を している。
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そ して筆者 と妻 もまた、 これ までに2度 、1986年 夏 のペル・一・ボ リビア研修旅行 と1989年 春

の妻 の里帰 りの折に、 ペル ーとの交流 で協 力す る機 会を得 た。 その結果 、1987年 の第10回 交 流

展 にはペル ーか らは、 リマの 日系人 団体 であ り、毎年 日系 ペルー人や在留 日本人 の子弟 の写 生

大会 を開催 して い る太平洋 クラブ9》(資 料③ 〉 、 クス コ近 郊の ユカイ小学校 、前述 の クス コ市

内の フチ ュイ ・ルナ、 ブーノ県 サ ソテ ィア ゴ ・デ ・ブブーハの子供た ち、 そ してテ ィテ ィカカ

湖 中の タキー レ島の子供た ちu(眞 島囲 弘氏の協力)が 出品 し、 そ して1990年 に は太 平洋 クラ

ブとユ カイ小学校 が再 度参加 した。

資料③ 太平洋 クラブ主催の コソクール(1986年8月 リマ市の日秘文化会館)

*学 年 ごとに決められたテーマについて絵を描 く。

筆者夫婦が子供たちと直接交流できたのはユカイ小学校 とフチュイ ・ルナの場合だけであっ

た。交流の方法は、日本から預かうてきた子供たちの絵を見せながら、子供たちの生活ぶりを

説明 し、その返事 としてペルーの子供たちの生活ぶ りを絵に描いてもらい、それを日本に持ち

帰 る、というものである。妻の母校で もあったユカイ小学校では、最初の訪問の翌 日に学校前

の広場に椅子 と机を持ち出 して、また家から思い思いの紙 と筆記道具をもって きて、写生大会

が開かれた(資 料④ 、⑤)。

資料④ クスコ県ユカイ小学校での交流風景

(1986年7月)

資料⑤ 写生するユカイ小学校の生徒たち

(1986年7月)
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*後 姿の女性がアソヘ リカ ・パロミーノ。激室の

壁にはイソカ期の結糧文字キープの絵などが展

示 してあった。
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*左 手に見えるのが小学校の校舎。

そ して フチ ュイ ・ルナの子供 たちは、記念写真 を撮 ると きには、中庭 に出て、いつ もそ うし
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て皆で遊んでいるように、早速タワーを作 って くれた(資 料⑥、⑦)。 交流展のあと、彼らの

一人ひとりに、参加証が送 られた。ささやかではあるが、日本とい う遠い国の子供たちが描い

た絵を見、自分たちの生活 を絵にし、そ してやがて日本から交流展への参加証が自分宛に届 く

ということは、何 よりの贈 り物であり、励み となることなのである。

費料⑥ 連帯のタワー(1986年8月) 資料⑦ フチュイ ・ルナ(1986年8月)

*ま あ た ら しい ロ ソペ カ ペー サ(ジ グ ゾ ー ・パ ズ

ル)や 糸 の こ を も うて 中 庭 で記 念撮 影 。

この画塾 協会に よる交流展 の第1の 特徴は 、ア ジア ・アフ リカ ・ラテ ソア メリカ ・太平洋地

域 とい った第3世 界 との交流 が盛 んな点で あ る。 た とえば、X10回 交 流展 までに、米 国 ・カナ

ダ ・ソ連 ・フラソス ・ノル ウェーな どと並ん で、ベ トナム ・タイ ・イ ソ ド・イ ソ ドネ シァ ・イ

ラク ・トル コ ・パ レスチナ ・南ア フ リカ ・メキ シコ ・キューバ ・エルサルバ ドル ・ペルー ・タ

ヒチ ・ヅアモ ツ諸 島などと交 流が もたれて ぎた0日 本の われ われ は、 「国際 化」 とい うと欧米

諸国 との友好 のみ を考 えて しまいがち なだ けに、 まず この点 が評 価で きる。

第2に 、 この交流展で はかな らず、絵の展示 以外 に、何 かシ ョーがあ る。 ペルー との交流 が

始 まった第10回 展 の ときには 、 クス コ出身 の フ ォル クロー レ ・グル ープの 「プカ ・ソソ コ」

(ケ チュア語で、 「熱 い心」 を意味す る)が 演奏 した。 そ して今年 の第13回 展 では、パ ソ トマ

イムがあった。 それ以外 に も、展覧会 と同時 に工作教 室 が開催 された り、交 流国の人 々の生活

ぶ りを表現す るようなポ スターや衣装が展示 された り、模型 の 「ロケ ッ ト」 のなかで ビデオが

上映 され た りす る。 みんなで楽 しみなが ら興 味 をもって交流す る ことこそ、 と くに第3世 界の

人kと の交流 の現場 では大 事オ[ことで あろ う。

第3に 、そ して最 も大 きな特徴 なのだ が、 この交流展 は、 まさに 「交流 」 を目的 とす る展覧

会で あって、優劣 を競 うような コソ クールで はけ っ して ない。 したが って、交流展の プログラ

ムの表紙 にはいつ も、 「世界の おともだちと絵の交換 を しま しょう!未 来 の平和 をみんなで育

て ま しょう!」 と大書 されてい る。 この標 語 は、 じつは会則 か ら来 てい る。 それに よれ ば、

「この展覧会 は、子供たちの上手 にかけた絵 をみせ るための ものではあ りません。子供 たちが

それ ぞれ の能力に応 じて、 日常 の生活 を記録 した り、希望や空想 を描いた り、美 しい景色や物

語 を絵 に した り した ものを、外国 の同 じ年頃 の子供 たちへ手紙 と して送 ります。外国の子供た

ちか らも、 同 しよ うな絵 に よる手紙 の返事 が届 きます。子供 たちは、言葉 や気 候風土 の違 う土

地 に住 んでいて も、同 じよ うな遊 びを していた り、 同 じ美 しさに感動 していた りす る、た くさ
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ん の 子供 た ちのい ることを認識 いた します。 その ことは、言葉 や民族 の違 いをこえて理解 と友

情 と信頼の心 を育 ててゆ くことと信 じます。 そ して それは未来の世界 に大 きな平和 の礎 を築 く

ことに な りま しょう」(1980年5月 施行 の会則)。 つま り、 いわば 「等身大」 の交流 こモ、 こ

の展覧会 の 目的 なのであ る。

それでは、 ペルーの子供 たちの絵 は、彼 らの生活 をどの よ うに伝 えて いるのだろ うか。彼 ら

が描 いた 「等身 大」の姿 を文字に よって伝 え られ るか どうか、筆者 もや ってみ ることに しよう。

資料⑧ の絵は、交流展への出品作ではないが、現在のペルーの一面をよく表わしている。やは リアソデ

ス南部のアヤクーチ 窪県の5歳 の児童が描いた 「アヤクーチョにおける死」という題の戦争画である。こ

のような種類の戦争画は日本の子供 も好 きだろうが、それはあくまで 「戦争ごっこ」の絵にすぎないだろ

う。 しかし、この絵は実際の戦争を描いている。アヤクーチョは、ゲリラ軍と政府軍の双方による 「政治

的暴力」に長 らくもっとも翻弄されてきた、そしていまなお翻弄されている地方である0

資 料⑧ ギ ド ・ギ リェ ソ ・デ ・ ラ ・パル カ作 「ア ヤ クー チ ョに おけ る死 」
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*6月24日 の イ ソテ ィ ・ライ ミ 〈太陽 の祭 り)を 記 念 す る く全 国 農 民 絵画 コ ソク ール 〉 の 入選 作 。

1986年 の カ レソ ダ ー に もi採用 され た。 「こ の5歳 の子 供 が 語 っ て い る とお り、農 民 は テ ロ リ ズ

ム と弾 圧 の板 ば さ み の 中 で暮 ら して い る」 と、 説 明 され て い る。

資料⑨の絵は、サソティアゴ ・デ・プブーハという寒村の児童が、アソデス司牧研究所の関連機関にあ

たるアンデス薬学研究所が主催 した、小学生向けの、アソデス1v医 薬講座に参加 したときの写生大会で

描いたものである。藁半紙の うえに鉛筆か色鉛筆で描いただけの隷画にすぎないが、この絵からは、人々

がお湯を沸かし、その中にニンジソやサル ビアと砂糖(砂 糖を調味料として使 う習慣はあまりない。甘味

はタマネギや果物などで自然に出そ うとナる。)を 加え、薬湯のようにして飲むことがわかる。これは普
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資 料⑨ エ ル ネ ス ト ・キ スペ ・キ ス ペ作
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通、 「マテ」と総称され、7ソ デス全域で見られる習慣

である。いま話題のコカの葉 も、 「マテ」にして飲むこ

とがある。

資料⑩の絵もまた交流展への出品作ではないが、ユカ

イ村の人間によって描かれた絵である。ユカイ村が位置

するウルバソバ郡は、クスコ市からマチュピチュ遣跡に

向かう鉄道が通っており、クスコ市ほど高地にあるわけ

ではな く、昔から気候温暖で艮光明媚なところとして知

られ、いまでは休暖セソターがある。また、 トウモロコ

シの原産地として知られるペルーのなかでも、ウルパソ

バは、最 も大きな粒の トウモロコシが取れるところであ

る4国 内消費向けだけでなく、スベイソなどにも輸出さ

れている。日本1こも輸出されているが、われわれの口に

入る頃には、加工され、歯応えばかりが印象に残 るよう

な 「ジャイアソ ト・コー ソ」になってしまっている。 し

か し、たとえばウルパソバの農家を訪問 したとき、なに

はともあれ出て くるのは、山盛 りのゆでた トウモロコシ

である。取 りたての トウモロコシはチョクロ、保存用の

干 した トウモロコシはモテという。よく噛み しめたなら、

ほのかにきっと日本の栗の味がしてくるだろう。

ま た、 市 場 向 け に作 られ る の は 白 トウモ ロ コ シ と、 チ チ ャ ・モ ラー ダ と い う ジ ュー ス用 の 暗紫 トウモ ロ

コシ く らい で あ るが 、 自 家消 費 用 に 、 とい う よ りむ しろ生 存 の ため の、 先 祖 伝 来 の生 活 の 知 恵 と して 、多

種多 様 な トウモ ロ コ シを作 っ て い る6?Oそ うい う トウ モ ロ コ シを 食 ぺて み た い と 思 っ たな ら、 た と え ば ウ

ル パ ソ バ な どの 産 地 に行 く しか な い。 絵 は 、 トウモ ロコ シに よ っ て規 定 され た ユ カ イ 村 の 家族 生 活 を よ く

描 いて い る。 な ん とい って も、 トウモ ロ コ シが 生命 樹 の よ うに、 頼 も し く見 え る。

資 料 ⑩ ア ポ リナー ル ・マ ソ コ ・ワ・7ソ作 「Fウ モ ロ コ シ栽 培 」

*⑧ と同 じく、 〈全国農民絵画コソクール〉の入選作。
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資料⑪の絵は、フチュイ ・ルナのメソパーが描いたもので、絵葉書の原画に使用されている。題は 「わ

たしの町」である。彼 らが最も好んで描 くテーマである。賓料では色がわからないのが残念だが、真ん中

の青い部分が水を襲わしているとすれば、作者はティティカカ湖周辺の出身かもしれない。しか し、たと

えぱ山は緑色と思っているわれわれからすれば、彼 らの色づかいはまさに意衷をつくものである。そして、

手前の噴水では魚が空中を泳いでいる。彼らには、たとえ見えないものでも、知 っているものは何でも、

一縮に描いて しまう、そういう傾向があるようだ。だから、地下の根っこやジャガイモまで描いて、われ

われの目にはなかなか見えなくなったものの存在を教えてくれるのである。

資料⑪ ネメシオ作 「わたしの町」
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*自 分たちの作品を絵葉書にするまで、彼らも専門写真尿の黒白写真から作った絵葉書を観光客

らによく売り歩いていた。

この最後の特徴の点で、今年の大会では非常に興味深い出来事があった。それは、交流展の

プログラムの各国紹介のなかで平均寿命やノーベル賞受賞者の数が載せられていたことが、大

会のあとで、会員の間で議論になり、反省する点 となったことである。x99a年6月 発行の 『T

HEPASS通 信』はつぎのように伝えている。 「展覧会のパソフレッ トでペルー、イソド、

デソマークを紹介する文面(平 均寿命やノーベル賞受賞老の数)で 国のあるいは国民の優劣を

つけるような印敦を読む人に与えた点は配慮に欠けていた」。このように、優劣をつけまい、

とする点において、画塾協会の人々の姿勢は徹底 している。

これ以後は推測にすぎないが、確かに平均寿命 にせよノーペル賞受賞者の数にせよ、それは

事実である。 しかしながら、事実の意味するところを、たとえばペルーの平均寿命はなぜ短い

かを伝達するたあには、多 くの言葉を必要とするだろう。説明抜きの数字の紹介がどんな結果

をもたらすかは、だれにも分からない。 ましてや今 日の日本のような 「豊かな社会」の幼児や

小学生に理解 させることは難 しいことだろう。

実際、筆者 自身、アソデス司牧研究所が作製 した、ペルー ・アソデス南部の民衆が抱えてい

る社会問題に関するスライ ド7)、したがってどち らかといえぱ暗い場面の多い スライ ドを授業

中に上映することがあるが、それを見た大学生の多 くが 「日本人に生 まれてよかうた」 とか

「ペルーは、政府や国がもっとしっかりしなければいけない」 とい う、正直ではあるが、上映

者の意図と反するようた感想 を寄せて くる、とい う経験を してきた。

したがって、交流展の性格 と目的からすれば、また子供に無用の偏見や優越感を抱かせず、

第3世 界の子供たちの生活に楽 しく興味をもたせることが最優先 されるとすれば、それはまさ

に適切な議諭であり反省であった、と筆者は考zる 。 しかしながら、大学の授業においては、

たとえば 「平均寿命が短 くてペルー人はかわいそ うだ」という第三者的な同情 にとどまるので
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はなく、日本のわれわれとはまったく関係ないのだろうか、と問い直 してみる姿勢こそ、大切

だろう。

次節以下では、ベルー ・クスコの子供たちこそ、現在の困難な社会経済的、政治的状況の し

わ寄せを最 もこうむ っていることを指摘 したい。

Hペ ルー ・クスコの子供の全般的状況

1990年7月28日 、 日系 のアルベル ト・フジモ リがペル ー大統領 に就任 した。 泡沫候補 の一 人

だ った フジモ リの、世界的 に著名 な文学者 の パルガス ・リョサ候補 を決戦投 票で圧倒 した末の

勝利 であ る。 フ ジモ リを大統領候補 に擁立 した選挙母 体 は 「変革 の90年Cambio'90」 とい う

名前であ る。 既成政党 に対す る不信 を言葉 に出 し、 「忘れ られて きた人 々」 つま り貧者 の革命

を説いた フジモ リは、都市 のス ラムや農村 部の民衆票 を掘 り起 こすの に成功 した。1984年4月

か ら1年 間、筆者 はペルー ・リマの 力 トリック大学経済学部で留学生活を送 った。 とい って も、

半年 くらいは、 ベルー国内やチ リ、ブ ラジル を旅行 して暮 らした。 当時 、よ く購 読 してい たペ

ルーの雑誌 に 『1/2Cambio』(直 訳 すれ ば、 半分だ けの変革)が ある。 あ る友人 に よれば、

この名前は ペルー人の性格 を よ く表 わ してい るとい う。 つま り、 ペルーでは1968年 以 降の数年

間、左派軍事政権 の時代 もあ ったが、 ペルー人 は本質的 に大幅 な変革 を望 まない、保守的な性

格の国民 なのだ とい う。 それが、根本 的な変革 を望 むよ うになったわけであ る。なにか、社会

の主役の交替 を予感 させ る。

ともあれ 、それほ どまで にペル ーの危機 は深刻 であ る。 しか し、 シエ ラの中で もと くにアヤ

クーチ ョ ・ワ ソカベ リカ ・クス コ ・アプ リマ ック ・プー ノの5県 か らなる 「ア ソデ ス南部

SurAndino」 は1950年 以 来 の40年 間 、極論 すれば16世 紀 の スペ イソに よる征服 以来、常に危

機 だった といえ る。戦後 のペルーでは、 リマ の一極集 中的な 「発展」 が見 られた。 また、縁辺

の地域で は、ア ソデス南部 を含む南東 部 よ りも、 ピウラ、チ クラー ヨ、 トル ヒー ヨ、 チ ソボー

テの北西部 のほ うが まだ発展 した。急峻な山脈 が連 なる南東部 よ りもまだ、北西部の ほ うが道

路交通網 を建設 しやすか った ことがその一因 であ る。 そ して、サ トウキ ビや ワタを中心 とす る

コス タの輸 出向け灌瀧 農業 と比較 して、 トウモ ロコシや ジャガイモを中心 とす るシエ ラの国内

向け自給農業 が中央政 府 によって無視 され続 けた ことに よ り、かつてのイ ソカ帝国の 中心地で

あ るア ソデス南部は、地 盤沈下 を余儀 な くされ続 けて きたのであ る。その結果、1950年 以 降 、

先祖 の時代 か ら3000-4000メ ー・トルの高地で暮 ら して きた先住民たちは、]ス タへ、 あ るいは

セル パへ と、1000メ ー トル以下の ところへと下 ってい った。 そ して彼 らの移住 に よって こそ、

ペルー、 と くに リマ の都市化 が進行 して いったのであ る。今 日(ユ989年)で は、 ベル ーの総 人

口約2180万 人 の うち、約623万 人 が リマ首都 圏 に住んでい る。 しか し、その半数近 くが ス ラム

暮 ら しであ るとい われ る。

ただ、ア ソデ ス南部 か ら見れば、この現象は、意欲の ある青年層の流出 を意味 した。それ こそ

まさに危機 で あった。 かつ て ドイッ系 のアナ ・マイ エル は『サソチ ャゴの世界』とい う絵 本の中

で、 アソデス中部 の寒村育 ちのサ ソチ ャゴ少 年 が、ふ とした ことで リマで暮 らす よ うにな り、

さま ざまな周縁 的職業 を経 験 しなが ら、夜学 に通 い、ついにはそ こ℃ 知 り合 った少女 と一緒 に

生 まれ故郷 に帰 って い く姿 を描 いた ことがあ る。 しか し、実際に は、その よ うなUタ ー ソ組 を

受 け入 れ るだけ の包容力 をな くす くらいに シエラは急速 に解体 されてい きつ つある9)。逆 に、リ

マの危機 のい まこそvア ソデ ス南部はその慢性的 な危機 を好機 に変 えなければいけないだ ろ う。

次に、 この よ うなペルーの危機、 と くにア ソデス南部 の慢性的 な危機 が、子供 たちに対 して

いかな る影 響を及 ぼ してい るのか、表① ・② を見 ることに しよ う。



青 木1ペ ルー ・クス コの子 供 た ち 67

表① ラテソアメリカ諸国および日本の子供の状況

日 本 キューバ チ リ メギンコ ブラジル ペ ル ー ボリビア

人 口 指 標

合計特殊出生率く1988) 1.7 i.7 2.7 3.5 3.4 4.4 6.0

粗 出 生 率(1988) 11 16 24 29 28 34 43

粗 死 亡 率(1988) 7 7 s 6 8 9 14

乳児死亡率(1988) 5 15 19 46 62 87 上09

5歳 未満児死亡率(1988) 8 18 zs 68 85 123 172

同 順 位 128 ユ05 97 73 66 46 29

妊産 婦 死 亡 率(1980-87) 16 34 47 82 120 8$ 4so

人ロの年間成長率(%)(1980-87) o.s 0.5 ユ.7 2.3 z.2 2.6 2.7

経 済 指 標

1人 当た りのGNP(米 ドル 、1987) ;15760 一 1310 1830 2020 1470 580

同平 均 年 間 増 加 率(%)(1965-80)

(1980-87)

イ ソ フ レ率(1980-87)
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表①(つ づぎ)

育 指 標

成人の識字率(1985)

小学 校 就学 率(全 体 、..`:・..)

初 等教 育終 了児(%)(1985-87)

中学 校 進 学 串(全 体 、1986-88)

養 指 標

低 出生 体 重 児 の出 生 率(%)(......)
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表 ① に見 るとお り、ペルーの子供の全般 的状 況 は、 日本 をは じめ と して、 また他 の ラテ ソア

メ リカ諸 国と比較Lて も、ハイチ ・ボ リビアを除 けば非常 に よ くない。

ユ ニセ フは、子供 の状 況を比較 す る単 一の指 標 と しては 、 国民総生 産(GNP)で は な く

「5歳 未満児死亡率」(出 生1000人 当 た りの5歳 未満児の年間死亡数)を 最 も重視 し、 その高

い順 か ら統計資料 を作製 しているが、 それ に よれば ペルーは1988年 の 数字で123人 、131ヵ 国 中

で第46位 に位置 し、 同死亡率 が 「高い」 グループ に属 して いる。 ユニセ フは、2000年 ま でに こ

の死亡率 を70人 以 下 に減少 させ ること(あ るいは1980年 当 時 の数値 を半分に減 ら して 、どち ら

か少ないほ うにす ること)を 目標 に掲げてい るが、 そのため にはペルーは これ か ら年間平均 で

4.7%ず つ 死亡率 を低下 させ る必要 があ る。 しか しな が ら、 これ は非常 に困難 な数字 であ る。

とい うのは、1960-80年 間 の平均低下率が2.4%だ う たの が、1980-88年 に は2.0%へ とす でに

悪化 してい るか らであ る。 また、1人 当た りのGNP年 間 平均 増加率 もまた、1965-80年 の1

%か ら1980-87年 にはマ イナス1.0%へ と減少 して い る。

そのほか、最近で は、平均余命、識字率 、栄養 の十分 な子供 の比率 、 きれい な水 を入手で ぎ

る人々の比率 などが重視 され るよ うにな って い る。 とい うの は、 これ らの指標は、開発 の過程

へのイ ソプ ッ トで はな く、開発 の過程の 「最終的 な結果」 をあ らわ してい るか らで ある。 これ

らの指標を と ってみて も、 ペルーの実績は芳 し くな い。

さらに また、 ラテ ソアメ リカは国内的不平等 が比較的大 きい地域 であ り、 ペル ーもまたその

例 外では ない。 た とえば、 ブ ラジル、 ペルーの1人 当た りのGNPは そ れ ぞれ タイ、 ス リラソ

カのモれの約2倍 で あるにもかか わらず、最貧層 で ある40%の 人 々の暮 ら しの水準 はそれ ぞれ

ほ とんど変 わ らない。 この点を地域間格差 の面 か ら、ペル ーにつ いて見た ものが、表② であ る。

表② ベルーの子供の状況(全 国ならびに県別)

全 国 リ マ ク ス コ ア プ リ マ ドレ・デ

マ ッ ク ・テヤオス

1 一

人 口 指 標(1987)

合計特殊出生率 4.5 3.2 5.9 6.2 6.2

粗出生率 34.9 28.3 XO.2 37.5 42.8

粗死亡率 9.4 5.9 1b.2 16.0 11.2

乳児死亡率 $8.2 61.4 132.5 125.5 94.7

妊産婦死亡率(1985)
一 一 313 3D3 一

都市人口(%)(1985) 67.1 96.1 43.8 26.2 50.1

人ロの年間成長率 2.6 3.3 2.0 0.9 3.5

経 済 指 標

1人 当た りのGNP(イ ソテ ィ、1985年 〉 i7s.o 249.0 94.7 so.4 254.4

同平均年聞増加率(%)(1978-85> 2.9 一3 .3 一〇 .8
一〇
.5

一3
.2

教 育 指 標

成人の非識字率 15 3 30 4$ 9

就学率 65.2 79.9 63.1 ・+1 62.0

5歳 以上の学業終了年数 5.9 7.3 4.2 3.1 5.b

栄 養 指 標

6歳 未満の栄養不良児の比率(%) 37.8 17.0 ( 56.1 )

公 共 サ ー ビス(1981)

飲料水のない住居(%)
一 37.6 77.6 8.5 b5.4

下水道のない住居(%) 一 4,5.9 :. ., 78.2

電気 のない住居(%)
一 21.7 73.9 ,・. 63.9
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健 指 標(1984)

完全 か予防接種を受けた

瓦一5歳 児の比率

(

結 核

3種 混合

ポリオ

はしか

専門家

e
間医 ・助産娚

家 族

な し

67

37

38

53

55.2

22.7

19.1

1.2

58

6]

71

・i.

4.3

3-6

1.0

28

27.5

9.1

58.6

0,3

(出 典)BarrenecheaL.19891Cu.adroぬ4

ペ ル ーは大 き く沿岸部(コ ス タ)・ 山岳部(シ エ ラ)・ 密林部(セ ル パ)の3地 帯 に区分 さ

れ るが、 この区分法に従 うな らば、表② の中 の リマは コスタに、 クスコとアプ リマ ックは シエ

ラに、そ してマ ドレ ・デ ・デ ィオスは セルパ に、 それぞれ属 してい る。最近 、 リマへの一極集

中を是正 す るために 「レヒオ ナ リサシオ ソregionalization」 と い う地方分権 化 が推進 され

てお り、 クス コ、 アプ リマ ック、マ ドレ ・デ ・デ ィオ スの3県 は 「イ ソカ」地方 とい う広域行

政単位 を構成す るよ うにな った。

ともあれ、表② を見れば、 リマ と比較 した ときの他 の3県 、 と くにクスコ、 アプ リマ ックの

子供が置かれて いる状況の不利益 さが 明白で あろ う。 その状況は、主 と して アフ リカに位置す

る最貧国の平均的 な数値 にむ しろ近づ きつ つあ る、 とい って よいほどで ある。

nIフ チ ュイ ・ル ナ ス トリー ト ・チ ル ドレン

この よ うに、今 日、 「生 よりも死 に近 い」多 くの子 供た ちがい る。9月30日 に 「世界 子供 サ

ミッ ト」で採択 される予定の宣言で は、 「毎 日4万 人の子供が栄養不 良やエイズなどの感染症、

きれい な水 の不足 、非衛生、麻薬問題で死 んでい る」 と指摘 されて いる。 その中で も、第3世

界の都市問題 のひとつ と して世界的 に注 目されは じめてい るのが、 ス トリー ト・チル ドレソ、

つ ま りホーム レスの子供の問題であ る。 ス トリー ト・チル ドレソは さまざまな呼び方 があるが、

「街頭に い る子 どもや青少 年の ことで(専 用 に使 われてい ない住居や廃地 など も含 めて最 も幅

広い意味で の)街 頭 を常駐 のすみかに していて、適切に保護 されて いない もの」 とふつ う定義

され、 ユニセ フの推定 に よれぱ、世界 中で少 な くとも3000万 人 もいる。1憶 人 にのぼ る、 と推

定す る専門家 もい る。 ス トリー ト・チル ドレソにな るのは、主 と して男児で あ る。す でに家族

との絆が ま った くな くな うた、本当の ス トリー ト・チル ドレソもいるが、まだ何 らかの絆 を残

しなが ら街頭 で暮 らす子供 も多い。

この現象 は、 ラテソア メ リカ、 とくに メキ シ コや コロソビア、 ブラジルの ように、 ある程度

発展 した諸国の都 市 に集中 して見 られ、そ こには20万 、30万 単 位 でス トリー ト ・チル ドレソが

存在す るが、 ペルーで も最近注 目され るようになって きた9}。 そ して クス コ市 だけで1986年 現

在3000人 以 上の 「放i棄 され た子供」つ ま りス トリー ト・チル ドレソがいるとい う。彼 らを生む

要 因には、家族的危機 ない し不安定 、継父母 による虐 待 、経済的 問題 、社会 的要因、孤児等が

考 え られ る。本稿で は これ以上の検討 を差 し控 え るがSO)、政 治的 暴力を も含 む今 日の危機 に対

して子供 こそ もうともひ弱な存在であ ることは確 認 して お く必要がある。

この ような ス トリー ト・チル ドレソの問題 に対 して クス コ市 において もっとも精 力的 に取 り

組 んで い る機関の ひとつ がカ トリック教会系 の 「子供 を支援 する会 」であ り、同機関が支援 し
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て い るス トリー ト・チル ドレソの グルー プが フチ ュイ ・ルナであ る。だいた い5歳 か ら15歳 ま

で の40人 前 後の子供 が、ほぼ毎 日の ように通 って くる。畏文 にな るが、パ レネチ ェアが聞 き取

りを した子供 の証言 を、紹介 しよう。

「私は13蔵 です。弟妹が4人 います。現在、小学校の4年 生です。弟の1人 も通学しています。/私 の

家では、父だけが小学校に行 きましたが、どの学年まで行 ったのか、私は知 りません。父は靴屋で働き、

母は衣服を洗濯 しています。/私 は両親とは暮らしていず、日躍 日だけ会いに行きます。施設で暮 らすほ

うが好きです。というのは、家には寝る場所 もないし、父の稼 ぎだけでは私たちは食ぺていけないからで

す。/私 は数年前からフチュイ ・ルナにいますQペ ペという青年が私 をここに連れてきてくれま した。彼

は、牛乳が飲みたいかと私に尋ねました。それから私が中に入ると、私の名前を聞 き、よかったら毎 日来

てもよいといいました。その時か ら、私は行 くようになりました。/私 は満足 しています。というのは、

好きなことをやれるからです。毎 日、絵を描いた り、皮製のキーホルダーを作 ったりします。私たちがし

た仕事に対 しては、支払って くれます。仕事はいつもチームでします。というのは、みんなが参加 して、

稼げるようにですD自 分で稼いだ分は、自分で使うたり、母のところにもっていったりします。家にいく

ときはいつも少 しはもっていきます。/私 には、フチュイ ・ルナはとても筏立 っています。両親 も私がこ

こにいることに満足 していますし、いまでは妹 もここにいます。 というのは、家で63食 事代にも事欠 く有

様で、朝食 しかとらないときがあるからです。私が行っても、朝食 しかもらxま せん。昼食や夕飯はふつ

うヌー ドル ・スープだけで、お金があるときには父がニ ワトリの内臓を買ってきます。/警 察には2度 捕

まりました。夜、アルマス広場で遊んでいたときに一斉手入れにあうてしまうたのです。警察署で一夜を

過ごし、名前を書き留められてしまいました。彼らが私を捜 しにきてくれたので、私は釈放されましo

房 には年上の少年もいましたが、なにもされませんで した。/ア ルマス広場やレゴシーホ広場で眠ったこ

ともあ ります。グレたわけではな くて、互助会で踊 りがあったときに居残っただけです。踊 りにいくのは

好きですが、自分が踊るのではisく 、演奏をみるのが好きなのです。 ピソを片付けるために私をλれて く

れるのですが、私はピールを飲んだこともあ りません。その気にならないのです/私 はこの施設はよいと

思います。なぜなら、昔は何 も知 らなかったのですが、いまでは絵を描 くこともできます。妹も私も満足

しています。/大 きくなったら何をしようか、まだわか りません」(ウ ィルパー ト)0

「私 は15歳 です。5人 兄弟の2番 目です。兄は リマにいます。2人 の弟は、まだ私が小さいときになく

なりました。なんで死んだのかは、知 りません。私はいま、小学6年 生です。/父 はもう死んで、いませ

ん。 しかし、継父がいます。私は8歳 のときからフチュイ ・ルナにいます。当時母だけが市場で物を売っ

て働いていました。継父は働いていませんでした。だから、私の家ではお金が足らず、皆を養えなかった

のです。(中 略)こ こでは、たくさんのことを学びました。たとえば、絵を描いたり、のこぎりで切 った

り、マスコットを作 った り、つまり何でも習ったのです。またグループで作業す ることも習いました。

[ジ グゾー ・パズルの]盤 に色を壷るときは、年少のグループも加わってきます。そして各自は、作業の

難易度に応 して支払いを受けるのです。われわれは皆で、価格を決め、そして各人の報酬額を決めるので

す。(後 略)」 〈ヘスス)。

これ らの証言 にあ るとお り、 フチ ュイ ・ルナは、何 らかの事情 によ り家庭 におれな くなった

子供 たちの、無料 の給食 所兼宿泊所であ り、 そ して職業訓練所で もある。従来 の ような、 もっ

ぱ ら保護 を 目的 とする施設 とは、 まった く趣 を異 に してい る。子供た ちは、皆、遊 び仲間、勉

強仲間 、仕事仲間 、そ して同 し屋根の下で暮 らす仲 間なのであ る。そ の連帯 の強 さは、 タワー

を作 ったときの息 のよさに よ く表われてい る。

しか し、 フチュイ ・ルナが クス コ市内の どこに あ るかは、そ こに通 って くる子供 の人権 を守
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るたあに秘密にされている。1986年8月 、児童画交流のために筆者が訪れたときには、手作 り

のオモチ+を 作っていた。そして、絵葉書を作 ろうとしていた。国際観光都市クスコという性

格を考えるならば、これは賢明な選択であった。そ してたとえば、ペニア板製のジグゾー ・パ

ズル(資 料⑫、⑬)を 例にとれば、原画を描くのは、絵の上手な年長者であるかもしれないが、

年少者 もまた板を切ったり、自分の好 きな色を塗ったりしていた。そ して、それが亮れたなら、

仕事の量に応 じて報酬を手にす ることができるのである。彼 らが交流展のために贈って くれた

絵は、主 として、重ね塗 りした色のうXを ペソ先できずつけて描いた、楽 しい絵であった。つ

まり、ジグゾー ・パズル用の原画ではな くて、趣味で描いた絵を贈 って くれたのである。

資料⑫ ジグゾーFパ ズル 「はさみの踊り」

*「 はさみの踊 り」は、いろんな祭 りで踊られる

が、この絵は、背景に十字架があるので、ペソ

テコステの祭 りの換様と思われる。

資料⑬
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フチ ュ イ ・ル ナ の 部 屋 の 内 部
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*右 側の壁のように、部屋の中には落書きでいう

ばいだうた。交流展に送られてきたのは、左側

の壁に貼 ってある小品群である。

この フチュイ ・ルナの方法 は、ス トリー ト・チル ドレソを特別視す ることな く、地域社会 の

な かで壮んとかそ の人格形成 と社会化 とを、美術教 育をとお して支援 しよ うとす るものであ り、

その経験 は貴重で ある。 ペルーだけでた く、世界 中で も非常 に先駆的な プ ロジェク トといzる 。

実 際、フチュイ ・ル ナとい うその名称 は、彼 らの母語で あるケチ ュァ語 か ら来て お り、 「小 さ

な人間」 、あるい は 「小 さな大人」 とい う意味で ある。発効 したばか りの国連 「子供 の権利 条

約 」では、近 代工業社会 の確立 以来、 これ まで 単に未熟で保謹 され るぺ き存 在 とのみ見 なされ

て きた子供 は、積極的 に権利 の主体 と して、大人社会 に参加す ることがで きると定義 しなお さ

れる ことにな うた"》。 フチュイ ・ルナの方針は、 このよ うな子供 観 を先取 りした もの といえ、

実 際、子供 の主体 性を大切 に してい る。

しか しなが ら、偏見に とらわれた法執行機関 等か らはむ しろ不信 の 目で見 られ 、施設 が警察

の 「襲撃 」 を受けた り、指 導者が拘留 された り、子供 が虐待 され た りしてい る、と伝rら れて

い る。 また、3000人 といわれ るクス コのス トリー ト・チル ドレソの規模 か らすれば、 フチュイ・

ル ナの貢献 よ りもむ しろ問題の深刻 さのほ うが 目に付いて しま う。実際、 クス コ県 では働 く子

供がおお く、前回の セソサス(1981年)で は、14歳 以下 の児 童の うち約7万8000人 が 、何 らか

の形で働いていた。その うち4分 の3が 農業 に従事 していたaま た、 父親 不在の世 帯がおお く、

49ユ4戸 の世帯では5-19歳 の 未成年者 が家長 の役割 を果 た していた。 その うち25%、r)ま り12

00人 くらいは 、5-14歳 の 子供で あった。 こ うい うふ うに考 えるな らば、ス トリー ト・チル ド
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レ ソの膨大 な予備軍が、 クス コで も存 在す る ことに なるので ある。

IV世 界システムの中での 日本との関わりと 「国際化」

最後に、児童画交流展に見 られるような 「等身大 」の交流は、 日本の子供たちにとって 「国

際化」への第1歩 であろうし、貴重な経験 となるであろ う。Lか しながら、ペルーの、とくに

クスコなどアソデス南部の子供たちの多 くが、 「生 よりも死に近い」と形容できるほど苛酷な

生活条件の中で暮 らしていることもまた、事実である。本節では、世界システムの中でペルー

の子供と日本のわれわれとの関わりを考えてみることにしよう。

実際、世界システムにおける先進諸国 と第3世 界 との関係は、われわれに意識の転換を促す

ほど劇的に変化 して きた。

たとえば、 ラテソアメリカ諸国の多 くが苦 しんでいる累積債務問題 ひとつをとってみて も、

アグリビジネスの専門家スーザソ ・ジョージは、 『債務危機の真実』の中で、 「(IMFの 調整)

政策の社会的犠牲は悲劇である。それは約50万 人の子供 たちの死を意味 している」というペルー

の前中央銀行総裁マニュエル ・モ レイヤの言葉を引用 しているし、さらに 「このユ0年間(1970

-1980年) 、(1人 当た り)金 利返済が年に10ド ル増加す ることに、寿命上昇は年率0.39だ け低

くなるという結果をもたらす」という、2人 の社会学者のラルフ ・セルとスチーブソ ・クニ ッ

ツの調査結果を紹介 している。

債務危機が子供に及ぼす悪影響については、ユニセフもまた警鐘を鳴らしている。たとえば、

『世界子供白書1989年 』によれば、第3世 界が償還 しなければたらない元利額はその輸出取

入のほぼ25%に のほ り圏)、また、10年 前とは異な り、いまでは年に少なくとも200億 ドルの資

金が、 「南」から 「北」の先進工業世界 へと逆流するようになっているのである。'その結果、

米州開発銀行総裁のエソリケ ・イグレシアスによれば、 ラテソアメリカの人 ロの3分 の1の1

億3000万 人が極貧のもとにある(1988年9月)。 そ して 『世界子供白書1990年 』はもっと率

直に 「最 も貧 しく最も弱い子供が、自分の健康を犠牲 にして、第3世 界の債務を支払った」と

指摘 し、現状のままでは、1990年 代には1億 人以上の5歳 未満児が死亡 し、その何倍 もの数の

子供が栄養不良のまま成長することになる、と予想 している。 日本人の平均寿命が延びたから

といって、そのぶん第3世 界の子供たちの死亡率が上昇 し、彼 らの平均寿命が短縮されている

とすれば、われわれも、喜んでばかりはいられないだろう。

もちろん、ペルーの危機 には国内的要因もおおいに関係 している。 しかしながら、彼 ら民衆

の耐乏 もいまや、限度に達 している。ペルーの新大統領フジモリは、就任早々、前政権までの

日常必需品に対す る補助金を撤廃 し、たとえば、ガソリソ価格は一夜にしてそれまでの30倍 と

なった。この政策は、選挙運動中の公約に違反 していたこともあって一般民衆 を驚かせ、 「フ

ジ ・ショック」 と呼ばれるようになった!3⊃。とす るならば、問題解決のためには、 「北」の先

進工業世界で暮 らすわれわれこそ、これ までの浪費的な大量消費生活 を変 えるほうが容易であ

ろうし、 もしわれわれの生活の質を変えなければ、 「南」の民衆や子供は、ただ単に 「南」に

生まれたからといって、いつまでもこの 「不条理な苦痛」から逃れることはできないであろう。

2度 の石油危機を乗 り越え、情報技術革命が急速に進行 している日本で暮 しているわれわれ

にとって、80年 代を通 じてマイナス成長に苦 しんできたペルーのような国で暮 らす人々の生活

を想像することは非常に困難なことである。たとえば、 日本の中高校生のアジア認識について

村井吉敬は、 「アジアの人たちは貧乏で、汚い、遅れている。かわいそうだ。 日本人に生 まれ

てよかった」と一般化 し、なぜそうなのか、日本の責任はないのか、 と問おうとはしないと指

摘 している。結局、日本のわれわれのアジア ・アフリカ ・ラテソアメリカ認識は、傍観者的な
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認識や、せいぜいのところ同情の域 を出ず、その結果、量的には有数の援助大国とな りながら、

日本の援助は真に市民的な理念を欠 き、いまだに慈善的行為にとどまるか、む しろ日本企業寄

りの開発援助の横行を許 しているのである。 しかし、松井やよりの近著(『 市民と援助』)で

指摘 されているとお り、欧米先進諸国の市民の援助観は、開発教育やNGOの 活動を通 じて近

年、大きく転換 してきた し、真の自立に向けて試行錯誤を繰 り返 している、当の第3世 界民衆

の、援助を見る目も厳 しくなってきている。一言でいうならば、 「慈善から正義(公 正)へ 」

(ブ レーメソ人権開発情報 セソター)、 「援助から支援へ」 と、転換 してきたのである。

このような世界的現実 と日本のわれわれの認識との聞のギャップを埋あることが、いま切に

求められているだろうし、これこそ真の 「国際化」につながるだろう。そ して、そのための手

段が、いわゆる 「開発教育」である。吉田晴彦は、開発教育について次のように説明 している。

「民衆(と りわけ先進諸国内)の 意識を高め、何 らかの動員を促すことにより、地球的規模の

開発問題解決の糸 ロを見出そ うとする運動」と定義することができる 「開発教育」は、それま

で 「南」の民衆を対象に してきたのが、 「北」内部の変革を促す必要が認識 されは じめ、その

ためには民衆の意識改革、参加が必要不可欠になったときに盛んにな りは じめたのであるi+)0

また、はたして日本は、 ス トリー ト・チル ドレソの問題とまった く無縁なのだろうか。堂本

暁子は、登校拒否児などを日本の 「隠れス トリー トチル ドレソ」 として捉えようとしてい る。

これまでの先進諸国の発展には、問題はなかったのだろうか。第3世 界の低開発に対 して、先

進諸園は 「過剰開発」に陥 ってはいなかっただろうか、と人々は問いは じめている。それは、

たとえば篠原一が 「経済栄 えて、社会減ぶ」と表現する今日の日本社会にふさわ しい、同問題

の顕われ方ともいえよう。

したがって、われわれもまた、ス トリー ト・チル ドレソの問題に無関心ではいられない し、

ある意味では、日本の登校拒否児の問題と取 り組むことにより、われわれ自身の生活スタイル

を変え、やがてはそれが、地球の反対側のス トリー ト・チル ドレソの自立を支援することにつ

壮がるか もしれないのである。欧米諸国との単なる友好 よりも、地域における公正の達成と開

放 こそ、真に地球的規模の 「国際化」への第1歩 となるだろう。

【迫記】本稿のテーマについて、筆者は1990年9月29日 ラテソ ・アメリカ政経学会関西部会

(京都外国語大学)に おいて報告 した。

【注】

1)ア ソデ ス司 牧 研 究所 は 、1985年 当 時 クス コ市 内 に本部 が あ っ た が、 や が て 保守 的 な クス コ司教 と の関

係 が悪 化 し、 現在 で は 、 本部 は ク ス コ県 内 とは い え さ らに 南 の シ クア ニ に あ る。

2)ペ ル ー人 口の年 齢 別構 成 を 図示 す れ ば 、 見事 な ピ ラ ミッ ド型 を描 く01985年 頃 の惚 人 ロ は約1900万 、

そ の うち1200万 が25歳 未満 で あ り、 そ して600万 以 上 が10-25歳 の年 齢 層 で あ っ た。

3)日 系 ペ ノヒー 人 の 団体 と して は 各 県 人 会 が 強 力 で あ るが 、太 平 洋 ク ラブ は 、 そ の中 で は 珍 し く県 人 会 の

枠 を 越 え た 横 断 的 な 団体 で あ り、 比 較 的若 い 層 が リー ダー シ ップ を と って い る。

4)タ キ ー レ島 は 、 独特 の音 楽 ・舞 踏 ・風 習 ・衣 装6最 近観 光地 と して注 目を浴 び て い る ケ チ ュ ア系 社 会

で あ るが 、 子 供 た ち は ク レ ヨ ソや ク レバ スで絵 を 描 くの は 初 め て の経 験 で あ った。 眞 島氏 と い ろん な話

を しなが ら、 何 時 間 もか け て 絵 を仕 上 げ た とい う。

5)ラ テ ソ ・ア メ リカ 政経 学 会 関 西 部 会 で1980年9月29日)に お い て辻 豊 治 氏 が紹 介 した 『ベル ー に お け

る政 治 的 暴 力 』(DESCO)に よ れ ば 、1980-87年 間 に ア ヤ ク ー チYRで'v:t計2756件 の 暴 力 が 記 緑 され
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ている。これは リマの3073件 についで多い。とくに最近 までは 「セソデーロ・ル ミノッソ」(輝 ける道)

というゲ リラ組織の活動拠点であった。これらの 「政治的暴力」の結果、1980年5月 から1988年12月 の

閥までに合計1万1311名 が犠牲 となった。

6)わ れわれは新大陸原産の作物、 トウモロコシやジャガイモに多 くを負っている。それは過去だけのこ

とではない。アソデスの民が生活の知恵により何百種類もの トウモロコシやジャガイモの原種 ・品種を

伝えてきて くれたことにより、今日、バイオテクノロジーにとって貴重な資料を提供しつづけている。

7)一 時期、アンデス司牧研究所は、社会問題を扱ったスライド(ス ベイソ語とケチュア語の二言語併用)

を作製していた。たとえば、 「ペルーにおける暴力」 「汝は汝の民に何をしたか」 「都市 と農村の女性

一 ペルー ・アソデス地方一 」(r資 料 ラテソアメリカ』第7号 、8号 、9号 、】985-87年 に訳出)

な どがある。

8)伊 豫 谷登士翁は、労働力移動と農村社会解体の関係を、 「接合」諭の観点から意欲的に分析している。

彼によれば、農村社会の解体過程は3つ の局面、つまり 「施力的包摂」 ・「市場包摂」 ・「再生産包摂」

を経過 しなければならず、今日第3世 界は、第2局 面から第3局 面へと急速に移行 しつつあり、生存維

持部門はまうたくの危機にある。そのため、かつてのような 「還流型移民」(メ イヤスーの用語)が 成

立する余地はなくたり、む しろ更似生存維持部門としての都市イソフォーマル ・セクターを肥大化させ

る傾向がある。

9)『 朝 日新聞』]990年8月17日 号は、 リマ市のス トリー ト・チル ドレソ問題をレポー トし、2年 前に始

まったCEDRO(薬 物使用防止セソター)の 活動を紹介 している。

10)(Barrenechea1988)カ;、 これまでのところ、このテーマに関する最も網羅的な本であると思 う0

筆者 も、本稿の多くをこれに負っている。

11)た とえば、第12条1項 ではこう規定されている。 「締約国は、自己の見解をまとめる力のある子供に

対 して、その子供に影響を与えるすぺての亭柄について自由に自己の見解を表明する権利を保障する

(後略)」(意 見表明権)。

12)そ の割にペルーの比率が低い(表 ①参照)の は、アラソ ・ガル シア前IK'e:(1985-90年)が 輸出収入

のユ割 しか債務を返済 しないという方針を採用 したからであろう。この政策についてはスーザソ・ジョー

ジも高く評価 しているが、日欧米諸国や国際銀行団か らは総スカソを食い、準破綻国援いされたことに

より、1988年 以降の天文学的数字のイソフレを招 く原因ともなった。

13)1988年 以降のペルーの経済指標は惨憺たるものである。前出の辻氏の報告によれば、国内惚生産で見

た成畏寧は、1988年 にはマイナス8.8%、1989年 にはやは りマイナス12.2%で あ った。また、物価上昇

率は1987年 の114.5%か ら1988年 にを謁722.3%、 ユ989年に は2775.3%に 急上昇 した。1990年 もまた物価

の高騰はおさまりそ うにない。

14)地 球的規模での環境危機に対する近年の関心の高ま りに加えて、1960年 代後半以降、ラテソアメリカ

で台頭 してきた従属論や 「解放の神学」運動がこのような意識の変化をもたらしてきたことは否定でき

ないだろう。
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